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操作手順書 

 

地域カルテの作成と活用 

●準備：演習データについて 

 本演習に必要な GIS データ一式は、デスクトップ（または講師から指定された場所）に「data」とい

うフォルダで保存されている（本操作手順書は、デスクトップにデータ一式を保存していることを前提

に記載しているが、それ以外の場所にデータがある場合は、保存場所についてはそれぞれ読み替えるこ

と）。 
 「data」フォルダにあるデータの構成は以下のとおり。 
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●手順１：高齢者マップの作成 

1)本演習で利用する地域カルテ 1.mxd を起動する。 
 ArcGIS の起動の手順：フォルダ内の地域カルテ 1.mxd をダブル・クリックする。 

 (*)mxd ファイルとは、ArcGIS の作業を行うプロジェクトファイルの形式のこと。 
 「地域カルテ 1.mxd」を開くと以下の図のような画面が立ち上がる。本プロジェクトファイルには、

分析に必要なデータがすでにセットされている状態になっている。データセットの仕方については、別

紙操作マニュアル 1 の p.1-2 にて解説しているので、必要に応じて参照のこと。 

 
 地図の表示設定は以下のとおり。 
・表示範囲の選択：メインメニューの［ブックマーク］に、「京都市全体」、「京都市」、「都心部」の３

段階で表示範囲が設定されている。表示したい範囲にあわせて選択する。 
・レイヤの選択：自分が重ね合わせたい地図レイヤのみを選択して表示するためには、画面左側の「マ

ップレイヤ」にあるコンテンツ（テーブル・オブ・コンテンツ）で、表示させたいレイヤにチェックボ

ックスをつける。 
その他、基本的な操作は操作マニュアル 1 の p.1-1 参照のこと。 

 
2)使用するデータを表示させる。 

使用する GIS データ 
2010 年国勢調査（町丁・字等）【Kyoto2010chocho.shp】ポリゴンデータ 
2010 年国勢調査（町丁・字等）【Kyoto2010chochoP.shp】ポイントデータ（町丁・字の代表点） 
※街区単位のデータには詳細なデータが存在しない。 

(1) テーブル・オブ・コンテンツの[国勢調査]にチェックを入れる。 

(2) 『＋』アイコンをクリックし[国勢調査]の中身を展開する。 

(3) 【Kyoto2010chocho】もしくは【Kyoto2010chochoP】にチェックを入れる。 

⇒これで画面に町丁・字のポリゴンと代表点のデータが表示されることを確認する。 
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3)小地域の高齢者人口に関するデータマップを作成する 
(1) 小地域の高齢者人口データベースをポリゴンデータに結合させる。（テーブル結合） 
表示させた町丁・字の図形データ（【Kyoto2010chocho】、【Kyoto2010chochoP】）に、エクセル等の

DB で整理された統計表（例：町丁・字単位の国勢調査データのエクセル表【kyoto2010table3.xls】）
を結合させる方法（「テーブル結合」という）を説明する。 
・結合する図形データのレイヤを右クリック→ ［属性の結合とリレート］ →［結合］ とすると、以

下のような画面が現れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・Step5 で「結合の整合チェック」をクリックすると、右のような画面が現れる。このとき、「結合の

ために一致するレコードの数」について、すべてのレコードが一致しているかどうかをかならず確認す

ること。確認を終えたら、「閉じる」をクリックする。 
 
その他、詳細は操作マニュアル 1 の p.1-4 を参照のこと。 

 
(2) 町丁・字の代表点データにより、高齢者人口（絶対数）の階級区分図を作成する。 
・テーブル・オブ・コンテンツの【Kyoto2010chochoP】にチェックが入っていることを確認する。 

・【Kyoto2010chochoP】のレイヤを右クリック→[属性テーブルを開く]と、【Kyoto2010chochoP】が保持

している属性（町丁・字単位の人口・世帯等のデータベース）が開かれる。 

Step1 
［このレイヤへのテーブル結合の対象は？］ 
では、「テーブルの属性を結合」を選択する 

Step2 
［1.結合に利用する値を持つフィールド］を

適当なものに設定（図形側とエクセル側のデ

ータをマッチングするためのキーコードで、

図形ファイル側の項目名を設定。） 
→ KEY_CODE を選択する 

Step3 
［2. 結合先のレイヤまたはテーブル］は、右

の［ファイルを開く］アイコンをクリックし

て、「統計データ」フォルダの中の「統計デー

タ○○○.xls」を指定し、各自が必要なワーク

シート「○○○＄」を選択する 

Step4 
［3. 結合先のマッチングに利用するフィー

ルド］では、 KEY_CODE を選択する 
（図形側とエクセル側のデータをマッチング

するためのキーコードで、エクセル側の項目

名を設定。） 
Step1～5 の設定を終えたら、 ［OK］ をクリックする

Step5 
「結合の整合チェック」をクリックして、結

合がうまく行なわれるか確認する 
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・【Kyoto2010chochoP】のレイヤを右クリック→[プロパティ]で「レイヤ プロパティ」を開く。 

・[シンボル]タブをクリックして、左部の[表示]で[数値分類]→[等級色]を選択する。 

・[フィールド]の[値]に『T000573019』（＝高齢者人口の総数）を選択する。設定画面は以下のとおり。 

(*)ポリゴンデータに属性テーブルを教材フォルダ内の「メタデータ.xlsx」の「国勢調査」シート

に、各コードにどのような統計データが示されているかの一覧がある。ここでみる「高齢者人口

総数」は『T000573019』に該当するため、上記で選択をしている。あとで使う総人口は『T000573001』

に該当する。 

 

⇒これで「OK」をクリックすると、画面に町丁・字のポリゴンと代表点のデータが次図のように色分

けされる。 

 

その他、数値の分類方法等の詳細は操作マニュアル 1 の p.1-5～1-7 を参照のこと。 
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(3) 町丁・字のポリゴンデータにより、高齢者人口（絶対数）の階級区分図を作成する。 
 (1)と同様の作業をポリゴンデータで行う。 
・テーブル・オブ・コンテンツの【Kyoto2010chocho】にチェックが入っていることを確認する。 

・【Kyoto2010chocho】のレイヤを右クリック→[属性テーブルを開く]と、【Kyoto2010chocho】が保持し

ている属性（町丁・字単位の人口・世帯等のデータベース）が開かれる。 

・【Kyoto2010chocho】のレイヤを右クリック→[プロパティ]で「レイヤ プロパティ」を開く。 

・[シンボル]タブをクリックして、左部の[表示]で[数値分類]→[等級色]を選択する。 

・[フィールド]の[値]に『T000573019』（＝高齢者人口の総数）を選択する。 

⇒これで「OK」をクリックすると、画面に町丁・字のポリゴンと代表点のデータが次図のように色分

けさる。 

 
 
(4) 町丁・字のポリゴンデータにより、高齢者率（総人口に対する高齢者人口の比率）の階級区分図を

作成する。 
 (2)(3)と同様の作業を行う。 
・テーブル・オブ・コンテンツの【Kyoto2010chocho】にチェックが入っていることを確認する。 

・【Kyoto2010chocho】のレイヤを右クリック→[プロパティ]で「レイヤ プロパティ」を開く。 

・[シンボル]タブをクリックして、左部の[表示]で[数値分類]→[等級色]を選択する。 

・[フィールド]の[値]に『T000573019』（＝高齢者人口の総数）を選択する。 

・[フィールド]の[正規化]に『T000573001』（＝総人口）を選択する。 

(*)[正規化]にフィールドを設定することにより、[値]に設定したフィールドを[正規化]に設定し

たフィールドで割った値を表示することができる。 

⇒これで「OK」をクリックすると、画面に町丁・字のポリゴンと代表点のデータが次図のように色分

けされる。 
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4)小地域の高齢者世帯に関するデータマップを作成する 

「3)小地域の高齢者人口に関するデータマップを作成する」と同様に、高齢者単独世帯に関するデー

タマップを作成する。 
(1) 小地域の高齢者世帯データベースをポリゴンデータに結合させる。 
・3)－(1)と同様の手順で、町丁・字の図形データ（【Kyoto2010chocho】、【Kyoto2010chochoP】に高齢

者世帯等に関する DB を追加でテーブル結合する。 
・結合させるファイルは、教材「国勢調査 2010」フォルダ内の【京都市 2010_006a.xls】である。 
 
(2) 町丁・字の代表点データにより、高齢者単独世帯（絶対数）の比例シンボル図を作成する。 
・テーブル・オブ・コンテンツの【Kyoto2010chochoP】にチェックが入っていることを確認する。 

・【Kyoto2010chochoP】のレイヤを右クリック→[プロパティ]で「レイヤ プロパティ」を開く。 

・[シンボル]タブをクリックして、左部の[表示]で[数値分類]→[比例シンボル]を選択する。 

・[フィールド]の[値]に『to6_6_0062』（＝65 歳以上世帯員のみの一般世帯数 単独世帯）を選択する。

設定画面は以下のとおり。 

(*)ポリゴンデータに属性テーブルを教材フォルダ内の「メタデータ.xlsx」の「国勢調査」シート

に、各コードにどのような統計データが示されているかの一覧がある。ここでみる高齢者単独世

帯は『to6_6_0062』に該当するため、上記で選択をしている。あとで使う総世帯数は『to6_6_0001』

（＝一般世帯数 総数）に該当する。 
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⇒これで「OK」をクリックすると、画面に代表点による比率シンボル図が表示される。 

 
(3) 町丁・字のポリゴンデータにより、高齢者単独世帯率（総世帯数に対するの比例）の階級区分図を

作成する。 
※3)-(4)の作業手順と同様に以下のとおり作業する。 

・【Kyoto2010chocho】のレイヤを右クリック→[プロパティ]で「レイヤ プロパティ」を開く。 

・[シンボル]タブをクリックして、左部の[表示]で[数値分類]→[等級色]を選択する。 

・[フィールド]の[値]に『to6_6_0062』（＝65 歳以上世帯員のみの一般世帯数 単独世帯）を選択する。 

・[フィールド]の[正規化]に『to6_6_0001』（＝一般世帯数 総数）を選択する。 

⇒これで「OK」をクリックすると、画面に町丁・字のポリゴンデータが次図のように色分けされる。 

 
 

(4) 同様の手順をとることで、自分で作成したい高齢者の単独世帯を表す地図についても作成すること

ができる。 
・以下は、その作成例である。 
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高齢者単独世帯の代表ポイント別階級区分図(絶対数)     高齢者単独世帯の町丁・字別階級区分図(絶対数)   
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●手順２：地域資源マップの作成 

1)本演習で利用する地域カルテ 1.mxd を起動する。 
 ArcGIS の起動の手順：フォルダ内の地域カルテ 1.mxd をダブル・クリックする。 

※手順 1 から引き続いて作業をする場合は、起動しなくてもよい。 
 
2)既存の医療機関ポイントデータを使って病院の分布図を作成する。 

使用する GIS データ 
国土数値情報医療機関【医療機関 JGD.shp】ポイントデータ 

今回利用するデータは、国土数値情報の医療機関のポイントデータである。 

※地域カルテ 1.mxd には、すでに国土数値情報の医療機関のポイントデータがセットされているが、

ダウンロード方法については、操作マニュアル 1 の p.1-27～1-31 を参照のこと。 

(1) 医療機関データを表示させる。 
・テーブル・オブ・コンテンツの[施設]にチェックを入れる。 

・『＋』アイコンをクリックし[施設]の中身を展開する。 

・【医療機関 JGD】にチェックを入れる。 

(2) 医療機関データから「病院」のみを抽出する 
・[医療機関 JGD]のデータの中には病院の他、診療所と歯科診療所のデータも含まれているので、医療

機関の属性データを使って病院だけを抽出する。 

・コンテンツ ウィンドウから[施設]グループレイヤの中身を展開し、[医療機関 JGD]レイヤの右クリッ

クメニューから、[属性テーブルを開く]をクリックする。 

 
・属性テーブル左上にある、[テーブルオプション]アイコンをクリックし、[属性検索]を選択する。 
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・“P04_001”をダブルクリック →『=』をクリック→[個別値の取得]をクリック→“1”をダブルクリ

ックする。この操作によって、属性検索画面の WHERE 句に「“P04_001” = ‘1’」と入力される(手動

で入力する場合は、すべて半角英数字)。 

  ※国土数値情報のデータの定義書では、属性情報の“P04_001”には医療機関の種別が示されてお

り、病院が 1、診療所が 2、歯科診療所が 3 となっているため、今回は病院を選択するため

「“P04_001” = ‘1’」という式を入力している。 

 

・WHERE 句に検索文字列を入力したら、[適用]ボタンを押すと検索結果が画面に反映される(病院(区分

が 1)が水色でハイライト表示される)。 
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(3) 病院のポイントデータを作成する。 
・(2)で病院を選択した状態（＝水色のハイライトとなっている状態）のまま、「医療機関 JGD」レイヤ

の右クリックメニューから、データ → データのエクスポートをすると、選択した病院のデータのみが

shp ファイルの形式で出力され、病院だけのレイヤが新たに作成される。 

  
 
 
 
3)住所リストを使って施設の分布図を作成する。 
・既存のポイントデータがない場合は、住所リストがあれば、アドレスマッチングを行うことで緯度経

度を付与することができ、GIS 上に表示することができる。 

・住所リストが手元にある場合の GIS の表示手順については、操作マニュアル 2 の p.2-4 以降を参照の

こと。 

・住所リストがない場合でも、たとえばタウンページのデータなどをもとにリストを特定の業態の住所

リストを作成することができる。詳しい手順は、操作マニュアル 2 の p.2-1 以降を参照のこと。 

 

・操作マニュアル 2 に従い、スーパーマーケットやコンビニ、銭湯等、高齢者にとって日常的に重要だ

と思われる施設について施設の分布図を作成しよう。 
 

shp ファイルの出力先と shp ファイ

ルの名称を設定する。 
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●手順３：任意の圏域内の需要・供給の計算 

1)本演習で利用する地域カルテ 1.mxd を起動する。 
 ArcGIS の起動の手順：フォルダ内の地域カルテ 1.mxd をダブル・クリックする。 

※手順 1,2 から引き続いて作業をする場合は、起動しなくてもよい。 
 
2)最小空間単位である町丁・字等のポイントの属性値を、日常生活圏単位で集計する。 
ここでは、京都市の日常生活圏（コミュニティの単位）として、元学区をとりあげ、元学区ごとの高

齢者人口特性を集計し、地図化する。 

使用する GIS データ 
京都市元学区の境界【Kyoto2010chocho 元学区】ポリゴンデータ 
2010 年国勢調査（町丁・字等）【Kyoto2010chochoP.shp】ポイントデータ（町丁・字の代表点） 

(1) 元学区データを表示させる。 
・テーブル・オブ・コンテンツの[国勢調査]にチェックを入れる。 

・『＋』アイコンをクリックし[国勢調査]の中身を展開する。 

・【Kyoto2010chocho 元学区】にチェックを入れる。 

(2) 元学区の各ポリゴンに高齢者人口の属性を結合する。（空間結合） 
元学区のポリゴンデータは、学区の境域データであり、人口のデータは属性にもっていない。そこで、

各元学区の境域内に含まれる町丁・字の高齢者人口を集計し、属性として保持させる作業（「空間結合」

という）を行う。 
※参考：空間的位置(ポイント・イン・ポリゴン)で結合する際、結合する各レイヤのポリゴンの境界が一致しない場合がある。その場

合、面積比で属性値を分割する方法がある。今回は各町丁・字の代表ポイントの空間的位置で所属する元学区を決定する。 
 

・【Kyoto2010chocho 元学区】レイヤの右クリックメニューから、[属性の結合とリレート] → [結合]

を選択すると空間結合画面が現れる。 

 
・空間結合画面は、次のように設定する。 

 レイヤの結合の対象に「空間的位置関係に基づき、他のレイヤからテーブルデータを結合」を選

択する。 

 結合対象レイヤに【Kyoto2010chochoP】を、結合オプションでは、属性を集計する方法に合計値

を選択する。 
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 作業データの保存先とファイル名を指定する。 

 
⇒これで「OK」を押すと処理が始まり、処理が完了すると、空間結合画面で指定したフォルダに新し

い shp ファイルが作成、画面上にも表示される。新しい shp ファイルの属性を確認すると、

【Kyoto2010chochoP】がもっていた属性値が学区別に集計され、【Kyoto2010chocho 元学区】の属性テ

ーブルに付与されている。 

 
(3) 空間結合(集計)結果を確認する。 
・(2)で新規に追加された属性値を使って、高齢者人口の合計値を表すフィールドを使い、比例シンボ

ルを作成する。（操作手順は、手順 1の 4）参照） 

 

【Kyoto2010chocho 元学区】が

もともと保持していた属性 

【Kyoto2010chochoP】の属性

が元学区単位に集計され新た

に付与された 



－介護・福祉業務における GIS 高度活用人材育成プログラム－ 

 
操作手順書-14

3)集計結果を Excel で作業できるようにする。 
(1) 集計結果の属性テーブルを開く。 
・作業 2) で空間結合により新規に作成した集計レイヤをコンテンツ ウィンドウで選択し、右クリック

メニューから属性テーブルを開く。 

 
(2) 属性データをエクセルで読み込めるファイル形式に出力する。 
・属性テーブル画面左上の、テーブルオプションのアイコンを開き[エクスポート]を選択する。 
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(3) データのエクスポート画面 
・データのエクスポート画面で、出力テーブルの 

右にあるフォルダボタンをクリックし、表示 

されたデータの保存画面で、ファイルの種類を 

「dBASE テーブル」または「テキストファイル」 

に変更し、適当なファイル名を指定し、保存する。 

 
・保存された dbf ファイルまたはテキストファイ 

ルは Excel などで確認できる。 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
4)最小空間単位である町丁・字等のポイントの属性値を、行政区単位で集計する。 
・3)と同様の手順により、任意の空間単位で同様に集計することができる。 

・ここでは、3)の手順を参考に、京都市の 11 の行政区単位（該当する shp ファイルおよびレイヤは【京

都市区】）で集計しよう。 

 

5)地域資源の施設数・サービス数を、日常生活圏域（元学区）単位で集計する。 
・3)と同様の手順により、任意の空間単位で同様に集計することができる。 

・ここでは、3)の手順を参考に、病院施設について、各元学区単位で集計しよう。 
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●手順４：関連施設へのアクセシビリティ 

1)本演習で利用する地域カルテ 2.mxd を起動する。 
 ArcGIS の起動の手順：フォルダ内の地域カルテ 2.mxd をダブル・クリックする。 
 
2)施設からの一定の距離圏にあるエリアを描く。（円バッファの作成） 
住民の各施設へのアクセシビリティをみるために、各施設から一定の距離にあるエリアを特定する方

法がある。GIS では、一定の距離を設定すれば、その位置から一定の距離の円を作成（円バッファの作

成という）することができる。 

ここでは、病院へ徒歩で行けるエリアとして 500m のバッファを作成する手順を説明する。 

(1) 病院データを表示させる。 
・テーブル・オブ・コンテンツの[施設]にチェックを入れる。 

・『＋』アイコンをクリックし[施設]の中身を展開する。 

・【病院 106】にチェックを入れる。 

(2) メインメニューの[ジオプロセシング]から[バッファ]を選択する。 

 
(3) バッファダイアログを設定する。（円バッファを作成する設定） 
・[入力フィーチャ]にバッファの基準点となる病院のレイヤを選択し、[出力フィーチャクラス]に作成

されるバッファデータを格納するフォルダおよび名称を指定する。最後に、[バッファの距離]に任意の

距離（今回は 500m）を入力する。 
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⇒これで「OK」を押すと処理が始まり、処理が完了すると、指定したフォルダに新しい shp ファイル

が作成、画面上にもレイヤが追加され、病院から 500m の円バッファが作成できる。 

・手順 2の 2)-(4)と同様の手順で、shp ファイルとしてデータを出力する。 

 
3)施設からの一定の距離圏にあるエリアを描く。（ネットワークバッファの作成） 
2)では、円で一定の距離圏を設定したが、実世界では、施設へアクセスする際には道路の道なりに沿

って移動する。そのため、一定距離圏を設定するにおいても、道路のネットワークで距離を計測するほ

うが正確であるといえる。そこで、ここではネットワークを考慮したバッファの作成方法（到達圏分析

という）について、病院から 500m の距離圏を対象に手順を示す。 

(1) Network Analyst ツールバーを呼び出す。 
・メインメニューの[カスタマイズ]から[ツールバー] → [Network Analyst]を選択する。 

 
(2) 到達圏解析を開始する。 
・Network Analyst ツールバーの左端にある[Network Analyst]メニューから[新規到達圏]を選択する。 
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(3) Network Analyst ウィンドウが表示される。 
・下のアイコンをクリックすると画面左に Network Analyst ウィンドウが表示される。 

 
(4) ロケーション（到達圏解析の出発地点）を読み込む。 
・Network Analyst ウィンドウの[施設]を右クリックし、[ロケーションの読み込み]を選択すると、[ロ

ケーションの読み込み]ダイアログが表示される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ここでは、病院をロケーション(到達圏解析の出発地点)として登録するので、ダイアログ中で[読み

込み]レイヤとして[病院 106]を選択する。次に、ロケーション解析プロパティのうち、Name のフィー

ルドを”P04_002”（＝施設名の項目）に設定する。 
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(5) 到達圏解析の設定を行う。 
・Network Analystウィンドウの右上にある[プロパティ]アイコンをクリックすると[レイヤプロパティ]

ダイアログが表示される。 

・まず、レイヤプロパティダイアログから[解析の設定]タブを選択し、そこで[デフォルトのブレーク

値](バッファ距離)を 500m に設定する。 

  
・次に、[ポリゴンの生成]タブを開き、[ポリゴンの切詰め]のチェックを外す。 

 
 
(6) 解析の実行 
・Network Analyst ツールバーの[解析の実行]アイコンをクリックし、解析を実行する。 

 

⇒これで処理が完了すると、病院から 500m のネットワークバッファが作成できる。 

レイヤプロパティ 
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・最後に、ネットワークバッファを shp ファイルに出力する。出力設定の方法は、手順 2 の 2)-(4)と

同様の手順で行うと、shp ファイルとしてが出力される。 
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●手順５：各施設の需要推計（バッファ内の高齢者の集計） 

各施設の需要を調べるには、各施設の利用圏内に居住する対象者数をカウントすればよい。ここでは、

手順 4および 5で作成した円バッファを使って、各施設の円バッファおよびネットワークバッファ内に

居住する高齢者数を集計する方法を示す。 

本手順は、手順 3の空間集計と同様の手順であり、詳細は手順 3を参照のこと。 

 

1)本演習で利用する地域カルテ 2.mxd を起動する。 
  ArcGIS の起動の手順：フォルダ内の地域カルテ 2.mxd をダブル・クリックする。 

※手順 4 から引き続いて作業をする場合は、起動しなくてもよい。 
 

2)各病院の円バッファ内の町丁・字等のポイントの属性値(高齢者数)を集計する。 
ここでは、京都市の日常生活圏（コミュニティの単位）として、元学区をとりあげ、元学区ごとの高

齢者人口特性を集計し、地図化する。 

使用する GIS データ 
病院からの 500m 円バッファ【病院 106_Buffer.shp(*)】ポリゴンデータ 

(*)手順 4 で自身が作成したファイル名 
2010 年国勢調査（町丁・字等）【Kyoto2010chochoP.shp】ポイントデータ（町丁・字の代表点） 

(1) 500m 円バッファと町丁・字だの代表点データを表示させる。 
・テーブルオブコンテンツの【病院 106_Buffer】、【Kyoto2010chochoP.shp】にチェックを入れる。 

(2) 500m 円バッファの各ポリゴンに高齢者人口の属性を結合する。（空間結合） 
500m 円バッファデータは、病院から 500m の円を描いた図形のデータであり、属性に人口等のデー

タはもっていないため、各円内に含まれる町丁・字の高齢者人口を集計し、属性として保持させる作業

を行う。 
・【病院 106_Buffer】レイヤの右クリックメニューから、[属性の結合とリレート] → [結合]を選択す

ると空間結合画面が現れる。 

・空間結合画面は、次のように設定する。 

 レイヤの結合の対象に「空間的位置関係に基づき、他のレイヤからテーブルデータを結合」を選

択する。 

 結合対象レイヤに【Kyoto2010chochoP】を、結合オプションでは、属性を集計する方法に合計値

を選択する。 

 作業データの保存先とファイル名を指定する。 

⇒これで「OK」を押すと処理が始まり、処理が完了すると、空間結合画面で指定したフォルダに新し

い shp ファイルが作成、画面上にも表示される。新しい shp ファイルの属性を確認すると、

【Kyoto2010chochoP】がもっていた属性値がバッファ別に集計され、属性テーブルに付与されている。 



－介護・福祉業務における GIS 高度活用人材育成プログラム－ 

 
操作手順書-22

 
 
(3) 空間結合(集計)結果を確認する。 
・(2)で新規に追加された属性値を使って、高齢者人口の合計値を表すフィールドを使い、比例シンボ

ルを作成する。作成イメージは以下のとおり。（操作手順は、手順 1の 4）参照） 

 
3)集計結果を Excel で作業できるようにする。 
・手順 3の 3)-(3)と同様の手順により、エクセルに出力することができる。 

 
4)各病院のネットワークバッファ内の町丁・字等のポイントの属性値(高齢者数)を集計する。 
・手順 4 で作成したネットワークバッファを使って、2）の手順と同様の作業を行うことで、各病院の

ネットワークバッファ単位の高齢者数を集計しよう。 

 
5)病院に徒歩で行けない高齢者数（バッファ内に含まれない高齢者数）を集計する。 
・手順 4 で作成したネットワークバッファを使って、2）の手順と同様の作業を行うことで、各病院の

ネットワークバッファ単位の高齢者数を集計しよう。 

(1) 500m 円バッファと町丁・字だの代表点データを表示させる。 

【病院 106_Buffer】がもとも

と保持していた属性 

【Kyoto2010chochoP】の属性

が各病院の円バッファごとに

集計され、新たに付与された 
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・テーブルオブコンテンツの【病院 106_Buffer】、【Kyoto2010chochoP】にチェックを入れる。 

(2) 空間検索を行い、バッファ内に含まれる町丁・字の代表点を検索する。 
・メニューバーの「選択」→「空間検索」で空間検索画面を表示する。 

・選択方法→「新規選択セットの作成」を選択 

・ターゲットレイヤ→【Kyoto2010chochoP】を選択 

・ソースレイヤ→【病院 106_Buffer】を選択 

・ターゲットレイヤフィーチャの空間選択方法→「ソースレイヤフィーチャに含まれる」を選択 

    

⇒OK をクリックすると、バッファ内に含まれる町丁・字の代表点が選択される。左図は選択された結果

で、右図はその拡大図である。バッファ内に含まれる代表点のみ、水色で選択されている。 

  
 
(3) 【Kyoto2010chochoP】の属性テーブルを開き、選択されているポイントを反転させることで、バッ

ファ内に含まれない町丁・字の代表点を抽出する。 
・属性テーブルを開くと、水色で選択されたポイントの属性テーブルも水色に塗られている。 



－介護・福祉業務における GIS 高度活用人材育成プログラム－ 

 
操作手順書-24

 

・上記の属性テーブルの左上の「選択セットの切り替え」ボタンをクリックすると、選択されているレ

コードが反転し、地図上のポイントも反転する。 

 

⇒これで、病院へ徒歩で行けない町丁・字の代表点が抽出された。 

 
(4) 選択された町丁・字の代表点を shp ファイルとして出力する。 

・【Kyoto2010chochoP】のレイヤを右クリックし、「データ」→「データのエクスポート」により、保存

先のフォルダとファイル名【徒歩圏外町丁・字】を指定し保存する。 
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(5) 【徒歩圏外町丁・字】の dbf ファイルを開き、高齢者人口を集計する。 

・(4)で保存した【徒歩圏外町丁・字】の dbf ファイルをエクセルで開く。 

 

・『T000573019』（＝高齢者人口の総数）について合計する。 


